
〇趣 旨 

近年、ボランティア活動は日常生活に関わるあらゆる分野に広がっており、地域づくり、 

子ども食堂、災害支援など様々な活動が展開されております。 

さらに、『「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現』に基づくＳＤＧｓの考え方が   

広がりを見せる中、福祉分野においても企業、ボランティア団体、社会福祉協議会等が連携し

て地域共生社会を実現していくことが期待されています。 

本フォーラムは、誰一人取り残さない社会の実現に向け、企業のＳＤＧｓの取組との連携等

について学び、ボランティア活動の活性化を目的に開催します。 

〇日 時  

 令和５年２月９日（木）１３：３０～１６：００ 

〇会 場 

群馬県社会福祉総合センター8階 大ホール 

（〒371-8525 前橋市新前橋町 13-12 群馬県社会福祉総合センター内 / TEL：027-255-6111） 

〇主 催 

群馬県社会福祉協議会（ぐんまボランティア・市民活動支援センター）、群馬県ボランティア連絡協議会 
 
○開催方法 

 ハイブリッド（集合・オンライン（Zoom）） 

〇定 員 

３００名（先着順）※オンライン（Zoom）は定員なし 

〇対象者 

ボランティアをされている方、または関心のある方 

〇参加申込み 

・令和５年２月３日（金）までに「参加申込書」に必要事項を記入いただき、メール・FAXま

たは下記 Googleフォームの QRコードより事務局までお申込みください。 

   

 

          

 

・駐車場の台数には限りがあるため、参加者同士の乗合せや公共交通機関のご利用をお願い

します。 

 

令 和 ４ 年 度 

ぐんまボランティアフォーラム 開催要項 

「ボランティア活動のこれから｣ 

～企業の SDGｓの取組との連携に向けて～ 

～誰一人～ 



〇プログラム（予定） 

１３：００ 

～１３：３０ 
受 付 

１３：３０ 

～１３：４０ 
開会・あいさつ 

１３：４０ 

～１４：４０ 

〇基調講演 

「ＳＤＧｓで持続可能な地域を考える」 

アンカンミンカン 富所 哲平 氏  

（よしもと住みます芸人 ／ ぐんま特使 ／ みどり市観光大使） 

１４：４０ 

～１４：５０ 
休 憩 

１４：５０ 

～１４：５５ 

○説明 

「企業等ＳＤＧｓ活動支援センターについて」 

群馬県社会福祉協議会 地域福祉課 

１４：５５ 

～１６：００ 

〇パネルディスカッション 

「企業のＳＤＧｓの取組とボランティア活動について」 

・コーディネーター 

(株)ミツバ環境ソリューション  

ソリューションプロジェクト プロジェクトマネージャー 神部 安希子 氏 

（ＳＤＧｓぐんま連絡会議事務局） 

・事例報告者 

① フードバンクＭ・高崎、子ども食堂(まんまる食事会) 丸茂 ひろみ 氏 

② 日栄物産(株) 代表 平井 昌一氏  

③ 高崎市第一層生活支援コーディネーター 目崎 智恵子 氏 

・助言者 

 アンカンミンカン 富所 哲平 氏 

〇質疑応答 

１６：００ 閉 会 

〇連絡・問合せ 

〒371-8525 群馬県前橋市新前橋町 13-12 

社会福祉法人群馬県社会福祉協議会（担当：大山・伊藤） 

ぐんまボランティア・市民活動支援センター 

TEL：027-255-6111 ／ FAX：027-255-6173 ／ E-mail：gvc@g-shakyo.or.jp  

 

mailto:ohyama@g-shakyo.or.jp

